
教育目標 

6／10平成22年
（2010年）
年2回発行

第15号
編集・発行／立川市教育委員会
〒１９０-８６６６　立川市泉町１１５６-９
☎０４２（５２３）２１１１（市役所代表）

立川市ホームページ
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.city.tachikawa.lg.jp/

立川市教育だより

教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。

N

一般

児童

児童

児童

児童

児童

教職員

防災倉庫

緊急用車両

給食調理
搬入口

3F体育館
1,2F学習館

校庭
120ｍトラック
50ｍ直走路

ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
緊急用車両

車寄せ

諏訪の森

学童保育所

児童

管理諸室

パス

中庭
メディアセンター
・柴崎図書館
・学校図書室
・PC教室

EV

音楽室
給食室

1F

学校教育の充実に向けた３つの視点

立川市教育委員会では、子どもたち
を取り巻く、学校・家庭・地域社会の人権感覚を高め、子ど
もたちの豊かな心の育成を図ることを目指し、文部科学省
人権教育総合推進地域事業の指定を受け、人権教育の充
実を図っています。今年度も、「夢をつなぐ　心をつなぐ」
をテーマに、市立小・中学校が連携を図った人権教育に全
校で取り組みます。

市立全小・中学校が研究校の指定を
受け、特別支援教育や外国語活動、学力向上などの研究
に取り組んでいます。子どもにとって「分かる授業」や「興
味・関心を引き出す授業」の実現を目指して、授業改善を
進めます。

開かれた学校づくりを目指し、保護
者、地域の方々との連携を図り、学習指導における指導
体制の改善を進めます。昨年度は、のべ１万４千人以上の
ボランティアの方々にご協力をいただきました。今年度
も、多くの方々のお力をお借りして、地域等との連携を
図った教育活動を充実します。

人権教育の推進人権教育の推進

研究活動の充実研究活動の充実

地域等との連携地域等との連携

□東側配置案（一部3階建て）
校舎棟面積（柴崎図書館、学童保育所含む）
：6,500㎡程度
体育館面積（学習館を含む約3,500㎡のうち）
：1,100㎡程度

※マスタープランでは校舎配置案について東西南北の 4 案を※マスタープランでは校舎配置案について東西南北の 4 案を
　検討した結果、東側配置案を第一優先案としました。　検討した結果、東側配置案を第一優先案としました。
※マスタープランでは校舎配置案について東西南北の 4 案を
　検討した結果、東側配置案を第一優先案としました。
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今
後
の
予
定

具
体
的
な
計
画
目
標

建
替
え
で
目
指
す
べ
き
方
向
性

第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え第一小学校の建替え
市民協働により市民協働により
マスタープランをマスタープランを
作成しました作成しました

市民協働により
マスタープランを
作成しました

問

第一回建替検討協議会のようす

オープンスペース型の教室のイメージ
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催
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第
１
回

中
学
生「
東
京
駅
伝
」大
会
が

　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

教育センターを
　開設しました！
教育センターを
　開設しました！
　学校教育の振興、充実・
発展を図るため、平成 22
年５月６日に、立川市教育
委員会教育センターを、
立川簡易裁判所跡施設
（錦町４―１― 19）の２階
に暫定開所しました。教
職員などを対象とした研
修室や教育資料室、学校
教育サポートセンターを設
置しています。

　

第
一
小
学
校
の
現
校
舎
は
昭
和
33

年
か
ら
昭
和
35
年
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
既
に
築
50
年
以
上
を
経
過
し

て
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
平
成
15
年
５
月
に
は
建
替
え

の
請
願
が
市
議
会
で
採
択
さ
れ
て
お

り
、
市
や
教
育
委
員
会
も
そ
の
方
針

を
尊
重
し
て
建
替
え
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
保
護
者
・
地
域
の

住
民
の
方
々
や
学
校
関
係
者
な
ど
で

組
織
す
る
「
第
一
小
学
校
建
替
検
討

協
議
会
」
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
た

原
案
に
市
の
考
え
方
を
加
え
た
も
の

で
、
平
成
22
年
度
は
こ
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
基
本
設
計
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
一
小
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
21
世
紀
の
社
会

に
主
体
的
に
対
応
し
、
国
際
的
な
視

野
に
立
っ
て
進
ん
で
協
調
す
る
こ
と

の
で
き
る
心
身
と
も
に
健
康
で
人
間

性
豊
か
な
児
童
を
目
指
す
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
「
子
ど
も
た
ち
の
夢
、

教
師
の
夢
が
育
ち
、
ま
た
創
立
140
周

年
と
い
う
歴
史
の
あ
る
学
校
と
し
て

誇
り
を
も
て
る
学
校
創
り
」
を
基
本

方
針
と
し
ま
す
。

①
「
教
育
方
法
の
多
様
化
、
今
後
の

学
校
教
育
の
進
展
に
対
応
で
き
る
学

校
施
設
」
と
し
て
、
例
え
ば
毎
週
異

な
る
時
間
割
や
30
分
・
60
分
な
ど
の

変
則
的
な
単
位
時
間
に
対
応
で
き
る

施
設
、
少
人
数
指
導
に
対
応
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
型
の
教
室
の
他
、
次
の
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

○
多
目
的
教
室
（
学
年
集
会
や
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
な
ど
で
使
用
可
能
）
○
学

年
ご
と
の
昇
降
口
（
２
階
以
上
に
も

配
置
し
て
外
部
階
段
で
誘
導
）
○
子

ど
も
た
ち
や
地
域
と
連
携
し
や
す
い

管
理
諸
室
（
職
員
室
、
校
長
室
、
事

務
室
、
保
健
室
な
ど
）
○
普
通
教
室

と
特
別
教
室
の
連
携
（
低
学
年
の
児

童
に
も
興
味
を
も
た
せ
ら
れ
る
よ
う

な
造
り
と
配
置
）

②
「
生
涯
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
、

地
域
の
諸
活
動
を
支
え
る
機
能
を
も

つ
施
設
」
と
し
て
、
柴
崎
学
習
館
と

柴
崎
学
童
保
育
所
を
複
合
化
し
、
異

な
る
世
代
間
交
流
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
拠
点
と

し
て
相
応
し
い
施
設
と
し
ま
す
。

③
「
情
報
技
術
の
進
化
に
対
応
で
き

る
学
校
施
設
」と
し
て
、校
内
L
A
N

や
図
書
館
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
化

を
目
指
し
ま
す
。

④
「
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
学
校

施
設
」
と
し
て
、
地
域
の
景
観
に
溶

け
込
む
外
観
と
し
、
太
陽
光
発
電
や

自
然
採
光
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
、
校

庭
の
芝
生
化
な
ど
、
地
球
温
暖
化
等

の
環
境
問
題
へ
積
極
的
に
対
応
す
る

　

平
成
22
年
３
月
21
日
（
日
）
に
東

京
都
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
第
1

回
中
学
生
「
東
京
駅
伝
」
大
会
が
、

中
央
区
晴
海
埠
頭
の
特
設
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
中

学
生
の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
、
競

技
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

都
内
の
国
公
私
立
中
学
２
年
生
が
リ

レ
ー
形
式
で
走
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
都
内
51
の
自
治
体
が
参

加
し
て
お
り
、
立
川
市
は
市
内
の
中

学
校
か
ら
選
手
を
選
抜
し
て
参
加
し
、

女
子
チ
ー
ム
は
50
チ
ー
ム
中
10
位
と

大
い
に
健
闘
し
て
敢
闘
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
男
子
チ
ー
ム
は
51
チ
ー
ム

中
46
位
で
し
た
。　

　

大
会
当
日
は
、
多
く
の
保
護
者
、

市
民
の
皆
様
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
「
心
豊
か
な
生
き
生
き
と
し
た
子

ど
も
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
安
全
、

安
心
を
与
え
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い

の
あ
る
学
校
施
設
」
と
し
て
、
耐
震

性
の
高
い
校
舎
と
す
る
ほ
か
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
防

音
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な
環
境

の
中
で
の
び
の
び
と
生
活
で
き
る
学

校
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
校
舎
の

配
置
や
教
室
の
構
成
、
工
事
工
程
な

ど
を
内
容
と
す
る
基
本
設
計
の
策
定

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
23
年
度
に
は
実
施

設
計
を
行
い
、
建
替
事
業
着
工
を
目

指
し
ま
す
。

※
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
く

わ
し
く
は
、
教
育
総
務
課
（
市
庁

舎
２
階
）
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
庁
舎
３
階
）
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
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問指導課 内線2497～2499

学 校 公 開 日
　平成 23 年度小・中学校入学を予定されている方は、この機会に学校公開にお越しください。
　なお、公開時間等については、各学校にお問い合わせください。（日程は変更する場合がありま
す。）また、当日は見学のみとなります。学習活動等の円滑な進行に、ご協力をお願いします。

学校名 その他道徳授業地
区公開講座

運動会
体育祭

セーフティ
教室

第 一 小 学 校 9月 18日 10月　2日

第 二 小 学 校 10月 16日 10月　2日 2月 19日

第 三 小 学 校 10月 14日 6月 18日

第 四 小 学 校 1月 29日 10月　2日

第 五 小 学 校 10月　2日 7月 13日

第 六 小 学 校 10月 16日 6月 23日

第 七 小 学 校 10月　2日 6月 29日

第 九 小 学 校 2月　4日 9月 22日

第 十 小 学 校 2月 11日 7月 16日

け や き 台 小 学 校 11月 19日 9月 25日
西 砂 小 学 校 10月 13日 9月 25日 6月 23日

南 砂 小 学 校 1月 22日 10月　2日 12月 21日

若 葉 小 学 校 2月 17日 7月 13日

幸 小 学 校 9月 18日 10月　1日

松 中 小 学 校 2月　5日 9月 25日 6月 25日

大 山 小 学 校 6月 19日 10月 15日

柏 小 学 校 1月 24日 11月 13日

上 砂 川 小 学 校 10月 30日 6月 25日

新 生 小 学 校 1月 19日 10月　2日 11月 25日

立 川 第 一 中 学 校 9月 25日 6月 12日 7月　2日

立 川 第 二 中 学 校 6月 19日 7月 10日

立 川 第 三 中 学 校 6月 11日

立 川 第 四 中 学 校 6月 17日

立 川 第 五 中 学 校 7月 10日 11月 12日

立 川 第 六 中 学 校 9月 27日 11月 27日

立 川 第 八 中 学 校 9月 25日 7月 10日

立 川 第 九 中 学 校 1月 19日

立 川 第 一 中 学 校 11月 19日

立 川 第 二 中 学 校 12月 11日

立 川 第 三 中 学 校 10月 14日

立 川 第 四 中 学 校 9月 24日

立 川 第 六 中 学 校 11月 27日

立 川 第 七 中 学 校 1月 15日

立 川 第 八 中 学 校 12月 17日

立 川 第 九 中 学 校 7月　7日
立 川 第 五 中 学 校 2月 11日

12月 17日

立 川 第 七 中 学 校 6月 19日 7月 16日
12月 24日

第 八 小 学 校 10月　2日 10月 28日

平成 23 年度中学校入学保護者説明会

本
は
と
も
だ
ち

地
域
の
方
に
昔
遊
び
を
教
わ
る
子
ど
も
た
ち

柏
小
学
校

「
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
」

第
三
小
学
校

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

第
九
小
学
校

学
び
の
継
続
化

第
十
小
学
校

「
協
働
学
習
」
に
よ
る

学
習
意
欲
の
向
上

第
五
小
学
校

す
べ
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

〜
地
域
・
保
護
者
の
方
と
と
も
に
〜

第
六
小
学
校

南
砂
小
の
歴
史
は

ろ
う
学
校
交
流
の
歴
史

南
砂
小
学
校

一
人
一
人
が
輝
き
、

共
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校

立
川
一
中
校
区
小
・
中
連
携
教
育
校

第
四
小
学
校

言
語
環
境

立
川
第
四
中
学
校

社
会
と
の
接
点
「
職
場
体
験
学
習
」

立
川
第
六
中
学
校

学
び
の
共
同
体

立
川
第
八
中
学
校

「
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
は
、

ま
ず
授
業
の
充
実
か
ら
」

立
川
第
九
中
学
校

図書ボランティアによる読み聞かせ 地域の方を講師に迎えた陶芸教室

言語環境を意識した授業 子どもたちの自主的なあいさつ〔職員室でさようなら〕

保護者・講師の方々による琴教室

ペアになっての学び合い学習

市内の商店での
職場体験学習

小グループによる
話し合い活動

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
活
動

手
話
を
使
っ
て
の
ゲ
ー
ム
交
流

地域の方々による学習支援

地域においての太鼓の発表

「夢ファーム」にて大根作り

※斜線部は今年度終了しています

　

本
校
の
教
育
活
動
の
特
色
は
、
人

権
教
育
の
取
組
で
す
。
一
人
一
人
の

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い
人
間
関
係

を
築
け
る
よ
う
国
語
科
を
中
心
に
、

場
に
応
じ
た
適
切
な
話
し
方
や
聞
き

方
を
重
点
的
に
学
習
す
る
な
ど
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
適
切
に
伝
え
合

う
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
人
と
触
れ
合
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
町
会
な
ど
地

域
の
方
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
招
い
て
昔
遊
び
を
習
っ
た
り
、

留
学
生
や
ア
イ
ヌ
の
方
と
交
流
し
た

り
す
る
学
習
を
年
間
を
通
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た

め
に
、
読
書
活
動
も
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の
朝
の
時
間
を

「
読
書
タ
イ
ム
」
と
し
て
読
書
の
習

慣
を
付
け
る
よ
う
に
し
た
り
、
学
校

図
書
館
支
援
指
導
員
や
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
を
中
心
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
蔵
書
管
理
や
本
の
読

み
聞
か
せ
、
読
み
聞
か
せ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
り
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
他
に
も
交
通
安
全
協
会
の
方

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
に
よ
る
登
下

校
や
放
課
後
の
見
守
り
な
ど
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
中
で
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る

第
三
小
学
校
で
す
。

　

本
年
度
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
る

第
四
小
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

◎
人
権
教
育
の
推
進

・
月
に
一
度
、
朝
、
全
教
職
員
が
校

門
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
う
。

・
友
達
を
大
切
に
す
る
標
語
づ
く
り

を
通
し
て
相
手
意
識
を
高
め
る
。

・
言
葉
の
大
切
さ
を
意
識
す
る
場
や

友
達
の
よ
さ
を
認
め
合
う
場
を
設
定

す
る
。

・
学
習
規
律
の
徹
底
を
図
る
。
（
相

手
を
意
識
し
た
話
の
聞
き
方
・
発
表

の
仕
方
の
育
成
）

◎
確
か
な
学
力
の
向
上

・
国
語
、
社
会
を
中
心
に
、
授
業
に

お
け
る
習
得
・
活
用
の
指
導
法
の
工

夫
や
学
び
の
姿
を
探
り
、
授
業
改
善

を
進
め
る
。

・
国
語
、
算
数
を
中
心
と
し
た
朝
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
授
業
を
実
施
す
る
。

◎
小
・
中
連
携
教
育
活
動
の
推
進

・
小
・
中
９
年
間
を
見
通
し
た
人
間

関
係
形
成
能
力
の
育
成
を
図
る
。

・
合
同
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
や
中
学

生
に
よ
る
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
す
る
。

◎
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動

・
地
域
支
援
者
に
よ
る
学
習
支
援
を

充
実
す
る
。

・
地
域
の
施
設
や
人
材
を
活
用
し
た

体
験
的
な
活
動
を
実
施
す
る
。

・
地
域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
安

全
指
導
や
防
災
体
験
等
を
行
う
。

・
地
域
行
事
へ
参
加
す
る
。

　

五
小
で
は
、
四
年
前
か
ら
「
協
働

学
習
」
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

「
協
働
学
習
」
は
、
子
ど
も
同
士

の
学
び
合
う
活
動
に
よ
っ
て
、
個
々

の
力
を
高
め
、
定
着
さ
せ
る
の
に
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
同
士
の
学
び
合
い
を
成
立

さ
せ
る
た
め
、
「
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

話
し
合
い
」
「
ペ
ア
に
よ
る
話
し
合

い
」
「
一
斉
授
業
に
お
け
る
話
し
合

い
」
な
ど
様
々
な
形
態
に
よ
る
話
し

合
い
を
意
図
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
友
達
の
意
見

を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
や
、
自
分
の

考
え
を
も
つ
こ
と
を
指
導
し
、
「
同

じ
」
「
違
う
」
「
似
て
い
る
」
な
ど

自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
表
現
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
４
年
間
の
取

組
で
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
の
考
え

や
意
見
に
触
発
さ
れ
て
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
友
達
に
自
分
の
考
え
を
表

現
す
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
が
整

理
・
再
構
成
さ
れ
る
な
ど
、
自
己
の

考
え
を
確
か
な
も
の
と
し
、
自
信
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

本
校
の
特
色
あ
る
取
組
の
い
く
つ

か
を
紹
介
し
ま
す
。

●
そ
の
一
＝「
朝
・
帰
り
の
あ
い
さ
つ
」

　

平
成
17
・
18
年
度
東
京
都
教
育
委

員
会
人
権
尊
重
教
育
推
進
校
の
取
組

以
来
、
継
続
し
て
い
ま
す
。
校
長
室

や
職
員
室
、
廊
下
な
ど
に
児
童
の
あ

い
さ
つ
の
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
二
＝「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
校
」

　

東
京
都
教
育
委
員
会
の
指
定
校
と

し
て
、
持
久
走
週
間
・
な
わ
と
び
チ

ャ
レ
ン
ジ
、
15
分
間
の
「
さ
ん
さ
ん

タ
イ
ム
」
で
も
外
遊
び
の
時
間
を
確

保
し
、
体
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
そ
の
三
＝「
六
小
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

　

こ
れ
は
、
校
内
研
究
を
進
め
る
中

で
は
ぐ
く
ま
れ
た
、
本
校
の
児
童
に

身
に
付
け
さ
せ
た
い
共
通
指
導
事
項

で
す
。
学
習
面
・
生
活
面
で
指
導
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
そ
の
四
＝「
ひ
ま
わ
り
タ
イ
ム
」

　

本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、

地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
年

生
は
、
羽
衣
町
の
事
業
所
で
数
日
間
、

体
験
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。
四
年
生
は
、

羽
衣
商
店
街
の
エ
コ
活
動
を
調
べ
、

環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、
『
た
ち

か
わ
環
境
賞
学
校
賞
』
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
、
三
年
生
か
ら
五

年
生
ま
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
と

の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
連
携
活
動
研
究
推
進
校

と
し
て
、
本
校
は
次
の
三
つ
の
柱
を

特
色
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
学
習
支
援
」と「
夢
フ
ァ
ー
ム（
畑
）」、

そ
し
て
「
響
け
太
鼓
」
で
す
。
こ
の

三
つ
の
活
動
の
全
て
に
地
域
の
方
々

が
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
に
幸

せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
の
時
代
、
言
葉
や
文
章
化
さ
れ

た
こ
と
で
は
、「
か
か
わ
り
」や「
見
守

り
」、そ
し
て
、「
連
携
」は
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
日
々
の
生
活
に
追

わ
れ
実
践
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
が

多
い
は
ず
で
す
。

　

過
日
、
児
童
数
の
少
な
い
Ａ
小
学

校
の
取
組
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
村
人
が
一
丸
と
な
り
子

ど
も
た
ち
の
学
習
に
協
力
し
た
り
、

逆
に
子
ど
も
た
ち
が
村
人
を
学
校
に

招
い
て
の
発
表
会
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
は
親
の
も
の
、
で
も
、
村

の
財
産
で
す
。
」
と
い
う
一
言
が
印

象
的
で
し
た
。

　

本
校
も
経
営
の
最
終
目
的
に
「
ふ

る
さ
と
再
生
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
信
を

も
っ
て
「
私
の
ふ
る
さ
と
は
砂
川
で

す
。
」
と
言
え
る
学
校
で
あ
り
た
い

と
い
う
思
い
、
地
域
で
あ
り
た
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
夏
休
み
期
間
に
お
い
て
、

毎
年
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
に
お
け
る
授

業
が
な
い
中
で
も
、
児
童
の
学
び
を

継
続
さ
せ
る
こ
と
と
同
時
に
、
児
童

の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
個
性
を
伸

長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
28
の
講
座
を
設
け
、
延

べ
1
4
7
4
名
の
児
童
が
活
動
し
ま

し
た
。
講
座
の
内
容
も
年
々
充
実
の

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
運
動
領

域
（
卓
球
・
水
泳
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
セ
パ
タ
ク

ロ
ー
・
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
）
、
学

習
領
域
（
科
学
実
験
・
計
算
ス
キ

ル
・
パ
ソ
コ
ン
）
、
芸
術
領
域
（
絵

画
・
琴
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
鑑
賞
・
百

人
一
首
）
、
体
験
領
域
（
エ
ス
ニ
ッ

ク
料
理
・
パ
ン
焼
き
・
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
・
布
ぞ
う
り
・
押
し
花
・
ハ
ー
ブ

石
け
ん
・
お
菓
子
・
バ
タ
ー
・
ク
ロ

ス
ス
テ
ッ
チ
・
ビ
ー
ズ
工
作
）
、
趣

味
領
域
（
囲
碁
・
将
棋
・
映
画
・
花

火
・
手
品
）
の
側
面
か
ら
講
座
を
設

定
し
実
施
し
ま
し
た
。

　

指
導
に
お
い
て
は
、
本
校
教
職
員

は
も
と
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

様
、
ま
た
、
民
間
活
動
団
体
や
大
学

サ
ー
ク
ル
、
国
文
学
研
究
資
料
館
や

日
本
将
棋
連
盟
等
、
多
方
面
か
ら

様
々
な
方
々
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
そ
の
お
力
添
え
の
も
と
運
営
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
児
童
が
充
実
し

た
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
工
夫
・
改
善

を
図
り
ま
す
。

　

「
連
携
」
は
、
本
校
の
学
校
経
営

の
三
本
柱
の
う
ち
の
大
き
な
一
つ
で

す
。
そ
の
中
で
も
、
立
川
ろ
う
学
校

と
の
連
携
は
長
く
、
創
立
当
初
か
ら

続
い
て
い
ま
す
。
公
立
小
学
校
と
特

別
支
援
学
校
の
交
流
が
こ
れ
ほ
ど
の

長
さ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
例
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
は
、
双
方
の
学
校
の
職
員
が

四
月
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
、

全
学
年
が
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

展
覧
会
に
お
互
い
の
作
品
を
出
展

し
た
り
、
学
芸
会
、
文
化
祭
、
ク
ラ

ブ
活
動
、
集
会
活
動
な
ど
で
交
流
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
に
自
然
な

交
流
が
で
き
、
友
達
の
よ
さ
を
認
め
、

思
い
や
る
心
も
育
っ
て
い
ま
す
（
40

周
年
の
式
典
で
は
、
６
年
生
が
、
手

話
付
き
の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
後
も
手
話
を
広
め
よ
う

と
、
子
ど
も
た
ち
が
活
動
を
続
け
て

い
る
こ
と
も
交
流
の
成
果
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
）。

　

本
年
度
の
本
校
の
人
権
教
育
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
と
も
に
よ
り
よ

く
生
き
る
」
が
あ
り
ま
す
。
交
流
を

通
じ
て
、
互
い
の
子
ど
も
た
ち
が
と

も
に
よ
り
よ
く
生
き
る
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

本
校
は
、
平
成
17
年
度
に
読
書
活

動
推
進
校
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、

「
進
ん
で
読
書
を
す
る
子
ど
も
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

様
々
な
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
朝
の
読

書
タ
イ
ム
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
本
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
ま
し

た
。
特
に
、
夏
季
休
業
中
に
も
学
校

図
書
館
を
開
放
す
る
試
み
を
始
め
ま

し
た
。
ま
た
、
年
二
回
の
読
書
旬
間

で
は
、
図
書
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
読
書
の
楽
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
活
動
も
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

保
護
者
及
び
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
活
動
を
、
年
間
を

通
し
て
各
学
年
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

本
に
親
し
む
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も

増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
現

在
で
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
中
に

「
図
書
部
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
本
校
の
特
色
の
一
つ
で

す
。
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
互
選
さ
れ
た
方
々
が
構
成
員

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
校
は
、
「
学
校
、

保
護
者
・
地
域
、
そ
し
て
学
校
図
書

館
支
援
指
導
員
」
の
輪
（
和
）
に
よ

っ
て
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
「
本

は
と
も
だ
ち
」
と
言
え
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
は
言
語
環
境
を
整
え
る
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え

ば
「
言
葉
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
い

う
よ
う
な
一
般
的
な
取
組
を
超
越
さ

せ
て
、
『
言
葉
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出

し
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
使
っ
て
、
教
育

活
動
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
ろ

う
』
と
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、

言
語
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
思
考

力
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
落
語
家
や
国
語
研

究
者
を
招
い
て
、
言
語
の
魅
力
や
言

語
と
は
何
か
な
ど
、
理
論
を
中
心
に

言
語
の
機
能
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
教
科
の
授
業
で
、
ど
の
よ

う
に
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
と
効

果
が
上
が
る
か
、
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
読
書
活
動
は
、
学
校
の

言
語
環
境
に
欠
か
せ
な
い
役
割
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
級
文
庫
の
設
置
や

各
教
科
か
ら
の
推
薦
図
書
を
紹
介
す

る
な
ど
、
読
書
推
進
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
は
、
上
級

生
が
下
級
生
に
勧
め
る
本
の
一
覧
作

成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

機
会
あ
る
ご
と
に
『
標
語
を
作
ろ

う
』
や
保
護
者
に
も
協
力
を
お
願
い

し
て
『
心
が
動
い
た
言
葉
』
な
ど
の

収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
10
月
６
日
（
水
）
に
、
発
表

す
る
予
定
で
す
。
是
非
、
ご
来
校
く

だ
さ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

本
校
で
は
、
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
中
で
、
２
年
生
で
実
施
す

る
職
場
体
験
学
習
を
、
「
社
会
を
知

り
・
社
会
よ
り
学
ぶ
貴
重
な
場
」
で

あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
特
徴
的

な
こ
と
は
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
学

習
さ
せ
て
い
た
だ
く
職
場
を
探
し
、

電
話
を
か
け
て
お
願
い
す
る
こ
と
か

ら
学
習
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
教
員
も
、
社
会
の
一
端
を

生
徒
に
経
験
さ
せ
た
く
、
生
徒
と
は

別
に
職
場
に
出
向
き
厳
し
い
指
導
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
希
望
は
、
圧
倒
的
に
商
店

や
飲
食
店
が
多
い
の
で
す
が
、
昨
年

は
野
球
場
、
映
画
館
な
ど
に
も
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
保
育
園
や

小
学
校
、
立
川
ろ
う
学
校
に
も
毎
年

の
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
職
場
も
温
か
く
、
し
か
し

甘
や
か
す
こ
と
な
く
生
徒
を
指
導
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
体
験
学
習
が
終

わ
る
と
、
「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
た
」
「
商
売
の
大
変
さ
が

分
か
っ
た
」
「
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
」
な
ど
の
思
い
を
も
ち
帰
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
将
来
や
職
業

に
つ
い
て
、
実
感
を
伴
っ
て
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
生
徒
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

学
校
の
中
で
の
学
び
だ
け
で
は
な

く
、
今
後
も
職
場
体
験
学
習
等
、
社

会
と
の
接
点
を
意
識
し
た
教
育
活
動

の
充
実
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
校
は
平
成
19
年
度
よ
り
、
市
の

研
究
委
託
を
受
け
、
「
す
べ
て
の
生

徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
東
京
大
学
大
学
院
の

佐
藤
学
教
授
を
中
心
に
、
全
世
界
で

広
が
る
「
学
び
の
共
同
体
」
の
理
念

を
授
業
に
取
り
入
れ
た
研
究
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
昨
年
度
の

研
究
発
表
会
で
は
、
生
徒
の
変
容
、

学
力
の
向
上
を
成
果
と
し
て
報
告
が

で
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
教
科
の
専
門
性
が

壁
と
な
り
、
教
師
間
の
研
究
が
深
ま

り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
指
導
技
術
の
研
究
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
が
ど
の
場
面
で
、
ど
の
よ
う

に
学
ん
で
い
る
か
を
見
取
り
、
そ
れ

を
授
業
改
善
に
生
か
す
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
混
合
の
小

グ
ル
ー
プ
を
授
業
に
取
り
入
れ
、
聞

き
合
う
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
た

学
び
合
い
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
に
研
究
課
題
を
「
学

び
合
い
と
（
特
別
）
支
援
教
育
の
充

実
」
と
し
、
さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ

せ
て
い
ま
す
。
本
校
に
お
け
る
（
特

別
）
支
援
教
育
は
、
障
害
が
あ
る
な

ど
の
特
別
な
状
況
だ
け
で
な
く
、
支

援
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
東
京

学
芸
大
学
心
理
学
科
と
国
立
特
別
支

援
教
育
総
合
研
究
所
の
協
力
を
得
て
、

「
学
び
の
共
同
体
」
の
取
組
に
特
別

支
援
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
新

た
な
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
生
徒
の
学
び
を
保
障
す

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
あ
え
て
こ
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
本
校
の
大
き
な
特
色

あ
る
教
育
と
言
え
ま
す
。
本
年
、
11

月
２
日
に
は
、
研
究
発
表
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て
立
川
第
八
中

学
校
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
研
究
報

告
と
と
も
に
授
業
に
お
け
る
生
徒
の

様
子
を
ご
参
観
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

昨
年
11
月
に
、
立
川
市
教
育
委
員

会
研
究
協
力
校
と
し
て
「
学
力
の
向

上
を
図
る
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
を
通
し
て
〜
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
会
を
開
催
し
、
日
ご
ろ
の

授
業
風
景
の
公
開
及
び
「
新
学
習
指

導
要
領
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
校
が
行
っ
て
き
た
研
究
は
「
授

業
の
充
実
」
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
「
確
か
な
学
力
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得

さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の

能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
双
方
が
重

要
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
研
究
は
、
そ
れ
以
前
に

行
っ
た
研
修
の
内
容
「
ね
ら
い
の
明

確
化
」
「
授
業
規
律
の
定
着
」
「
評

価
方
法
の
改
善
と
指
導
の
工
夫
」

「
自
己
評
価
活
動
」
な
ど
が
土
台
と

な
っ
て
実
現
で
き
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な

取
組
に
よ
り
、
良
い
成
果
を
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
授
業
に
対
す
る
生

徒
の
一
生
懸
命
な
姿
勢
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
生
徒
と
と
も
に
、
今
後
も

発
展
し
続
け
る
九
中
を
目
指
し
ま
す
。

展覧会11月19・20日

音楽会11月19・20日

学芸会11月19・20日
学芸会11月5・6日
作品展11月12・13日
展覧会2月4・5日

学芸会11月19・20日

学習発表会11月５・６日

音楽会11月19・20日
展覧会11月19・20日

学芸会11月19・20日
作品展2月18・19日
学芸会11月19・20日

展覧会1月28・29日

造形展11月19・20日

展覧会2月4・5日

展覧会2月10・11日
学習発表会11月26・27日

展覧展11月12・13日
合唱コンクール11月2日
合唱祭10月30日

合唱コンクール10月28日

合唱コンクール10月29日
合唱コンクール10月26日

合唱コンクール10月23日

合唱コンクール11月4日

合唱コンクール10月22日

音楽学習発表会10月21日

学習発表会11月12日
作品展11月13日
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問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡 例

問

第 一 小 学 校 一小わくわくクラブ
第 二 小 学 校 二小なごみん
第 三 小 学 校 さんさんクラブ
第 四 小 学 校 クローバー教室

第 五 小 学 校 ゴーゴークラブ
第 六 小 学 校 はごろもっ子
第 七 小 学 校 菊っ子クラブ
第 八 小 学 校 はちっ子 JOY くらぶ
第 九 小 学 校 あしっこ
第 十 小 学 校 十小けやきクラブ
けやき台小学校 けやき台リラックスルーム
西 砂 小 学 校 にしっこ
南 砂 小 学 校 フレンドクラブ
若 葉 小 学 校 若葉小わかばタウン
幸 小 学 校 はっぴぃスマイルくらぶ
松 中 小 学 校 むぎっこクラブ
大 山 小 学 校 大山っ子クラブ
柏 小 学 校 かしわっこ
上砂川小学校 上砂わいわい広場
新 生 小 学 校 かぜっ子クラブ

学校名 教室名

※学校の事業ではありませんので、学校への問い合わせは
　ご遠慮ください。

柴
崎
市
民
体
育
館

☎
（
５
２
３
）
５
７
７
０

子
ど
も
家
庭
部
子
ど
も
育
成

課
・
内
線
１
３
１
０

柴
崎
市
民
体
育
館
を

柴
崎
市
民
体
育
館
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

柴
崎
市
民
体
育
館
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

放
課
後
子
ど
も
教
室

   

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

学
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
委
員
の
提
言
を

社
会
教
育
委
員
の
提
言
を

　
　
　
　

ま
と
め
ま
し
た

　
　
　
　

ま
と
め
ま
し
た

社
会
教
育
委
員
の
提
言
を

　
　
　
　

ま
と
め
ま
し
た

地
域
学
習
館
運
営
協
議
会
を

地
域
学
習
館
運
営
協
議
会
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
す

地
域
学
習
館
運
営
協
議
会
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
す

教
育
総
務
課
・
内
線
２
４
６
４

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
（
５
２
７
）
５
７
５
７

学
務
課
管
理
係
・
内
線
２
５
１
０

問
中
央
図
書
館

☎
（
５
２
８
）
６
８
０
０

施
設
利
用
上
の
変
更
点

幸図書館幸図書館と錦図書館錦図書館に
指定管理者制度指定管理者制度を
試行導入しま試行導入しましたした

幸図書館幸図書館と錦図書館錦図書館に
指定管理者制度指定管理者制度を
試行導入しま試行導入しましたした

幸図書館と錦図書館に
指定管理者制度を
試行導入しました
休館日を減らし、開館時間を延長

6月から月から6月から

開館時間と休館日について
図書館名 開館時間 休館日

午前10時～午後5時

※中央図書館のみ火曜～
金曜日は午後7時まで開
館（4階児童開架フロア
ーは午後5時まで）

午前10時～午後7時

※ただし、土曜・日曜日、
祝日は午前10時～午後5
時

・毎週月曜日と毎月第3木
曜日。ただし、国民の祝日
と重なった場合はその翌日
・法定電気設備点検日
・年末年始
・特別整理期間

・毎月第2・第4月曜日。
ただし、同日が国民の祝日
と重なった場合はその翌日
・法定電気設備点検日
・年末年始
・特別整理期間

中 央 図 書 館
柴 崎 図 書 館
上 砂 図 書 館
西 砂 図 書 館
多摩川図書館
高 松 図 書 館
若 葉 図 書 館

幸 図 書 館

錦 図 書 館

問

問

問問

　

市
は
、
６
月
か
ら
、
幸
図
書
館
と

錦
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
試

行
導
入
し
、
開
館
日
と
開
館
時
間
を

拡
大
し
ま
し
た
。

　

収
集
す
る
資
料
の
内
容
や
開
館

日
・
時
間
の
拡
大
な
ど
、
近
年
市
立

図
書
館
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
す
る
た
め
市
は
、
民
間
の
専

門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
、
平
成
20
年
度
に
「
図
書
館
の

見
直
し
方
針
」
を
策
定
。
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
と
コ
ス
ト
軽
減
を
図

る
た
め
地
区
図
書
館
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

幸
図
書
館
と
錦
図
書
館
の
指
定
管

理
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　

●
指
定
管
理
者
名　

株
式
会
社　

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
（
文
京
区
大

塚
３
―
４
―
７
）

　

●
指
定
の
期
間　

平
成
22
年
６
月

１
日
〜
平
成
25
年
５
月
31
日
（
３
年

間
）

　

▼
毎
週
月
曜
日
の
休
館
日
を
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
の
月
２
回
に
変

更
（
た
だ
し
、
同
日
が
国
民
の
祝
日

と
重
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　

▼
平
日
の
閉
館
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
延
長
（
従
前
は
午
後
５
時
ま
で
）

　

な
お
、
そ
の
他
の
館
に
対
す
る
開

館
日
、
開
館
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
幸
図
書
館
と
錦
図
書
館
へ
の
導

入
効
果
を
検
証
し
た
後
、
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
】

　

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所

を
設
け
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得

て
大
人
が
子
ど
も
を
見
守
り
な
が
ら
、

遊
び
や
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
、
地
域
住
民
と
の
交
流
等
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

国
と
都
の
補
助
事
業
と
し
て
平
成

19
年
か
ら
始
ま
り
、
市
の
全
小
学
校

で
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
、
学
校

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
実
施
日
や
実
施
時
間
、
内
容

は
各
学
校
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

各
教
室
は
左
表
の
と
お
り
。

　

●
協
力
者
を
募
集　

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
、
安
全

管
理
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
運
営
委

員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
お
役
に

立
ち
た
い
方
、
子
ど
も
と
触
れ
合
い

た
い
方
な
ど
、
興
味
の
あ
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
、
社
会
教
育
委
員
の
会

議
が
ま
と
め
た
「
地
域
の
教
育
力
を

高
め
る
た
め
に
」
と
い
う
提
言
が
、

教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
や
地
域
の
教
育
機
能
の
低
下

が
指
摘
さ
れ
る
な
か
で
、
社
会
教
育

委
員
の
会
議
で
は
、
昨
年
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
子
ど
も
会
、
子
育
て
支
援
団
体

な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
課
題

の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

①
学
校
と
地
域
〜
子
ど
も
と
学
び
あ

う
ま
ち
づ
く
り
、
②
地
域
で
教
育
、

福
祉
に
携
わ
る
市
民
の
連
携
・
協
力
、

と
い
う
視
点
を
基
本
に
４
つ
の
具
体

的
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
、
関
係
者
と
協
力
し

て
、
こ
の
提
言
の
具
体
化
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
と
協
働
し
て
市
内
６
つ
の
地

域
学
習
館
の
事
業
運
営
な
ど
を
協

議
・
展
開
し
て
い
く
組
織
と
し
て
、

準
備
会
を
平
成
21
年
３
月
に
立
ち
上

げ
、
平
成
22
年
６
月
よ
り
地
域
学
習

館
運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
は
、
学
識
経
験
者
・
学
習
関

連
団
体
代
表
・
た
ち
か
わ
市
民
交
流

大
学
市
民
推
進
委
員
会
代
表
・
地
域

学
習
館
利
用
者
代
表
・
公
募
市
民
で

構
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
「
生
涯
学
習
か
ら

は
じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
市
民
力

で
創
る
生
涯
学
習
」
の
地
域
学
習
館

を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
学
習
館
が
地
域
の
生
涯
学
習

の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
に
伴

い
、
教
育
委
員
会
学
務
課
で
は
、
平

成
21
年
度
に
引
き
続
き
、
授
業
に
必

要
な
教
材
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
小
学
校
社
会
科
で
は
、
広

い
視
野
か
ら
我
が
国
の
国
土
に
対
す

る
理
解
を
一
層
深
め
る
た
め
、
地
球

儀
を
使
っ
て
指
導
す
る
こ
と
が
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
教
科
で
も

同
様
に
様
々
な
教
材
が
必
要
で
す
。

　

立
川
市
で
は
、
学
習
に
必
要
な
環

境
面
の
充
実
も
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

立
川
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
定
に

基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
《
敬
称
略
・
順
不
同
》

▼
細
谷
訓
▼
内
海
靖
子

　

体
育
指
導
委
員
と
し
て
社
会
教
育

の
発
展
に
貢
献
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
有
益
な
調

査
・
研
究
、
特
に
模
範
と
す
る
行
為
、

教
育
・
文
化
の
振
興
に
お
け
る
功
績
、

体
育
そ
の
他
の
文
化
活
動
に
お
い
て

特
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
、
規
定
に
基
づ
き
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

自
薦
・
他
薦
を
問
わ
ず
、
随
時
行

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
立
川
市
教
育
委
員
会

は
、
中
世
立
川
氏
の
関
係
史
料
を
ま

と
め
た
「
立
川
文
書
」
を
刊
行
い
た

し
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

中
世
立
川
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
武
蔵

七
党
の
西
党
日
奉
氏
に
属
し
て
い
た

武
士
で
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
か

ら
他
の
同
族
ら
と
と
も
に
立
川
周
辺

に
土
着
し
て
い
た
武
士
で
す
。
鎌
倉

幕
府
の
正
史
「
吾
妻
鏡
」
に
は
、
将

軍
随
兵
の
一
人
と
し
て
京
へ
上
っ
た
、

立
川
兵
衛
尉
（
基
泰
）
と
い
う
人
物

が
登
場
す
る
な
ど
、
一
族
の
中
に
は

鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
っ
て
活
躍

し
て
い
た
人
物
も
い
た
の
で
す
。
全

国
的
に
メ
ジ
ャ
ー
な
武
士
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
名
と
同

じ
名
前
を
持
つ
立
川
氏
は
、
立
川
市

ゆ
か
り
の
武
士
と
い
っ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
の
⑥
号
（
平
成
17
年

12
月
号
）
で
も
詳
し
く
紹
介
い
た
し

ま
し
た
が
、
立
川
氏
が
遺
し
た
古
文

書
に
立
川
氏
文
書
が
あ
り
ま
す
。
鎌

倉
時
代
〜
室
町
時
代
ま
で
、
全
部
で

17
点
（
重
複
分
を
除
く
と
14
点
）
あ

り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
管
（
３

点
は
寄
託
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
史
料
集
に

は
、
17
点
の
立
川
氏
文
書
が
す
べ
て

カ
ラ
ー
写
真
で
掲
載
さ
れ
、
解
読
・

読
み
下
し
を
は
じ
め
、
用
語
な
ど
詳

し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

立
川
氏
関
係
の
系
図
や
古
代
末
〜
近

世
ま
で
の
立
川
氏
関
連
史
料
も
合
わ

せ
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
や
市
役
所
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
頒
布
し
て
い

ま
す
。
郷
土
史
研
究
に
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
（
A
４
判
・
157
頁
・
１

千
800
円
）

　

柴
崎
市
民
体
育
館
は
、
４
月
か
ら

管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
６
月
１
日
か
ら
開
館
時
間
や

休
館
日
な
ど
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
と
お
り
新
規
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
拡
張

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
機
器
入
れ
替

え
を
実
施
。
６
月
１
日
か
ら
、
時
間

制
を
廃
止
し
、
い
つ
来
て
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
タ
ジ
オ
を
新
設
し
、様
々

な
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
（
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
）
ウ
ォ
ー
ル
の
設
置

　

第
２
体
育
室
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
）
ウ
ォ
ー
ル
を
設

置
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気

軽
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
が
行
え
、

楽
し
み
な
が
ら
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス

ル
・
瞬
発
力
・
持
久
力
を
強
化
で
き

ま
す
。

●
ダ
ン
ス
（HIPHOP

）
エ
リ
ア

の
設
置

　

施
設
の
中
庭
に
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
、

ダ
ン
ス
エ
リ
ア
と
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

●
レ
ン
タ
ル
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置

　

１
か
月
単
位
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
個
人
専
用
の
レ
ン
タ
ル
ロ
ッ
カ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

各
事
業
の
詳
細
に
関
し
て
は
柴
崎

市
民
体
育
館
受
付
窓
口
か
電
話
に
て

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

む

さ
し

し
ち
と
う

に
し
と
う

ひ
ま
つ
り

あ

づ
ま

た
ち 

か
わ 

ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う

も
と 

や
す

か
が
み

し


